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13．副腎皮質シンチが副腎内外の鑑別に有用であった

　　褐色細胞腫の2症例

原田治田口正人城野和雄
中條　政敬　　篠原　慎治　　（鹿児島大・放）

　褐色細胞腫の局在診断におけるMIBGシンチの有用

性は広く知られているが，今回われわれは1311一アドステ

ロール副腎皮質シンチが副腎性か否かの鑑別に有用であ

った褐色細胞腫の2症例を経験したので報告した．両症

例とも右副腎附近の腫瘍で，MIBGシンチでは著明な

集積を示し，典型的な褐色細胞腫の所見であり，ホルモ

ン学的検査では，いずれも血中ノルアドレナリン高値，

アドレナリン正常値で異所性を示唆する所見であった．

またCT，血管造影ではいずれもそのoriginが副腎か否

か判別しかねたため皮質シンチを施行したところ，一方

は副腎の圧排所見を示し異所性が，また他方は完全欠損

を示し副腎性が示唆された．手術の結果は皮質シンチの

所見と一致し，その有用性が確認された．

14．1311－MIBGの副腎シンチグラムの検討
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　われわれは，昭和58年11月より昭和60年12月まで

に11例延べ16件の1311－MIBGの副腎シンチを施行し

た．対象は高血圧や副腎腫瘍があり褐色細胞腫が疑われ

たものである．5例（9件）に集積があり，6例（7件）に

集積がみられなかった．

　集積（＋）の1例に肝癌があった．褐色細胞腫の5例

中1例（2件）に集積がみられなかった．

　ノルアドレナリンがきわめて高値であった点などより，

MIBGの濃縮能が乏しいことや回転率などの薬物動態

および取り込み抑制因子に関し，さらに検討したい．
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15．99mTc・DTPAの腎摂取率より算出したGFRにつ

　　いて
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　核医学的に算出した糸球体ろ過率（GFR）が腎機能の

評価に役立つか否かについて検討を加えた．対象は147

例で，腎機能から見た内訳は，腎機能正常例38例，腎

機能異常例109例（この内12例は慢性腎不全による血

液透析者）である．なお，今回はGates法に準じてGFR

算出を行った．その結果，このGFRと24時間Ccr（33

例測定）とは比較的良好な相関を示した．この方法は短

時間にかつ簡単に総GFR，分腎GFRを算出すること

ができ臨床的に有用であると思われる．

16．結節性甲状腺腫のシンチグラムの検討
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　今回われわれは，昭和58年より60年の3年間に手術

にて確定診断がついた結節性甲状腺腫75症例につき，

シンチグラム所見と手術所見の比較検討を行った．

99mTcO4一シンチでは85．3％に所見を認め，そのシンチ

グラムパターンから，ある程度，良，悪性の鑑別が可能

であった．また20iTl－chlorideシンチのdelayed　scanは，

良，悪性の鑑別に有用でoverall　accuracyが83．1％で

あった．また，99mTcO4一シンチでcold，201T1－chloride

シンチのearlyでhot，　delayで集積のみられないものは

全例が，follicular　adenoma，99mTcO4一シンチ，201T1－

chlorideシンチともにcoldであったものは，99．4％が

良性疾患であった．
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